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北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
　
第
六
十
五
回

細
川
ガ
ラ
シャ
　
苦
難
の
道
を
歩
ん
で
　

細
川
ガ
ラ
シ
ャ
。
日
本
の
戦
国
時
代
末
期
、
日

本
を
揺
る
が
し
、
や
が
て
欧
州
に
も
そ
の
存
在
を

知
ら
し
め
た
。
ガ
ラ
シ
ャ
と
は
ど
の
よ
う
な
人
で
、

及
ぼ
し
た
こ
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
苦
難
の
生

涯
を
た
ど
る
。

１
５
６
３
（
永
禄
6
）
年
ガ
ラ
シ
ャ
は
明
智
光

秀
惟
任
日
向
守
の
三
女
と
し
て
出
生
。
名
は
玉
子
。

生
誕
地
は
越
前
、
京
都
等
諸
説
あ
り
。
母
は
ガ
ラ

シ
ャ
が
14
歳
時
に
死
去
。
兄
弟
は
姉
妹
2
人
、
弟

２
人
。
次
男
に
彼
女
の
心
を
継
ぐ
興
秋
と
い
う
存

在
が
い
た
。

１
５
６
８
（
永
禄
11
）
年
、
織
田
信
長
の
足
利

義
紹
を
奉
じ
て
の
入
京
に
、
細
川
藤
孝
と
明
智
光

秀
が
付
き
従
い
、
藤
孝
の
長
男
・
忠
興
と
光
秀
の

女
児
・
明
智
玉
子
が
出
会
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
信

長
が
細
川
、
明
智
両
家
の
主
従
関
係
強
化
を
図
っ

て
忠
興
、
玉
子
を
結
婚
さ
せ
た
。
両
人
と
も
16
歳
。

忠
興
は
信
長
お
気
に
入
り
の
青
年
武
将
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
結
婚
に
は
光
秀
の
意
図
も
あ
っ
た
、

と
の
見
解
も
あ
る
。

１
５
８
０
（
天
正
8
）
年
4
月
、
玉
子
は
長
男

の
忠
隆
を
出
産
。
以
降
、
長
女
の
お
長
（
生
年
不

詳
）、
１
５
８
３
（
天
正
11
）
年
に
次
男
興
秋
、

１
５
８
６
（
天
正
14
）
年
に
三
男
忠
利
、
１
５
８

８
（
天
正
16
）
年
に
次
女
多
羅
を
出
産
。
細
川
父

子
は
丹
後
を
拝
領
し
た
。

本
能
寺
の
変
に
絡
み
明
智
家
滅
亡　

玉
子
一
人
生
き
残
る

１
５
８
２
（
天
正
10
）
年
6
月
2
日
、
本
能
寺

の
変
勃
発
。
織
田
信
長
に
続
い
て
長
男
信
忠
も
二

条
城
で
自
刃
し
た
。
事
後
、
明
智
光
秀
は
細
川
藤

孝
に
援
護
を
求
め
た
が
藤
孝
は
拒
み
、
自
ら
は
細

川
幽
斎
と
号
し
て
隠
居
し
家
督
を
忠
興
に
譲
っ
た
。

忠
興
も
光
秀
の
要
請
に
応
じ
な
か
っ
た
。
光
秀
は

６
月
13
日
、
高
松
か
ら
戻
っ
て
来
た
秀
吉
と
の
山

﨑
の
戦
い
で
敗
北
し
て
逃
走
中
、
落
ち
武
者
狩
り

の
襲
撃
を
受
け
て
絶
命
。母
も
落
命
し
、玉
子
の
兄・

光
慶
は
自
刃
。
明
智
家
は
滅
亡
し
、
玉
子
の
み
が

生
き
残
っ
た
。

明
智
軍
が
敗
れ
、
忠
興
は
明
智
家
で
た
だ
一
人

生
き
残
っ
た
玉
子
を
「
謀
反
人
の
娘
」
と
し
、「
御

身
の
父
・
光
秀
は
主
君
の
敵
な
れ
ば
、
同
室
に
叶

ふ
べ
か
ら
ず
」
と
離
縁
し
て
両
家
の
縁
を
解
こ
う

と
し
、
丹
後
の
僻
地
・
味
土
野
に
２
年
間
幽
閉
し

た
が
、
こ
の
時
玉
子
に
は
次
男
興
秋
を
宿
し
て
い
た
。

後
、
秀
吉
か
ら
忠
興
と
の
復
縁
が
認
め
ら
れ
、
宮

津
に
戻
っ
て
１
５
８
３
（
天
正
11
）
年
、
同
所
で

興
秋
を
出
産
し
た
。

そ
の
後
、
玉
子
は
玉
造
に
細
川
屋
敷
を
造
り
、

忠
興
や
興
秋
ら
と
の
生
活
を
始
め
た
。
当
時
、
興

秋
は
病
弱
だ
っ
た
が
キ
リ
シ
タ
ン
の
侍
女
清
原
マ
リ

ア
を
通
じ
て
洗
礼
を
受
け
た
の
を
機
に
回
復
に
向

か
っ
て
い
た
。
洗
礼
名
ジ
ョ
ア
ン
。
玉
子
自
身
は「
謀

反
人
の
娘
」
と
言
わ
れ
、
夫
忠
興
は
側
室
を
置
く

な
ど
苦
悩
の
日
々
。
そ
ん
な
中
で
清
原
マ
リ
ア
の

心
温
ま
る
世
話
を
受
け
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
え
、

人
間
の
平
等
な
ど
の
話
に
心
を
惹
か
れ
、１
５
８
７

（
天
正
15
）
年
、
大
阪
の
教
会
で
出
会
っ
た
グ
レ
ゴ

リ
オ
・
デ
・
セ
ス
ペ
デ
ス
よ
り
受
洗
。
ガ
ラ
シ
ャ
の

霊
名
を
授
か
っ
た
。
ガ
ラ
シ
ャ
は
ラ
テ
ン
語
の
「
グ

ラ
テ
ィ
ア
」（
恩
寵
・
恩
恵
）
に
由
来
し
た
も
の
で
、

セ
ス
ペ
デ
ス
に
よ
る
命
名
と
さ
れ
る
。

同
年
６
月
、
秀
吉
が
博
多
で
伴
天
連
追
放
令
を

発
布
。
高
山
右
近
は
改
易
さ
れ
た
。
忠
興
は
ガ
ラ

シ
ャ
に
改
宗
を
迫
っ
た
が
応
じ
ず
、
翌
１
５
８
８

（
天
正
16
）
年
に
は
次
女
、１
５
９
８
（
慶
長
３
）

年
に
は
三
女
を
産
ん
で
お
り
、
忠
興
は
ガ
ラ
シ
ャ

を
黙
認
し
夫
婦
関
係
は
保
た
れ
て
い
た
。１
５
９
８

（
慶
長
3
）
年
秀
吉
死
去
。
忠
興
は
徳
川
家
康
の

指
揮
下
に
入
っ
た
。

ガ
ラ
シ
ャ
自
害
す
。
石
田
三
成
の

予
期
せ
ぬ
人
質
要
求
に
屈
せ
ず

１
６
０
０
（
慶
長
5
）
年
6
月
、
上
杉
景
勝

征
討
出
陣
に
忠
興
も
従
い
、
家
康
の
留
守
を
狙
っ

て
石
田
三
成
が
徳
川
討
滅
を
謀
っ
て
挙
兵
。
全
軍

を
味
方
に
引
き
入
れ
る
手
段
と
し
て
大
阪
居
住
の

大
名
の
妻
子
ら
の
人
質
化
を
図
り
、
細
川
屋
敷
で

も
ガ
ラ
シ
ャ
を
人
質
に
と
要
求
し
た
。
徳
川
方
で

徹
底
抗
戦
の
忠
興
は
拒
否
。
翌
７
月
、
ガ
ラ
シ
ャ

は
侍
女
ら
に
屋
敷
か
ら
の
退
去
を
命
じ
、
神
へ
の

祈
り
を
捧
げ
、
付
き
添
い
の
小
笠
原
小
斎
に
自
ら

の
胸
を
突
か
せ
て
果
て
、
小
笠
原
も
自
刃
し
た
。

こ
の
時
、
二
男
興
秋
、
三
男
忠
利
は
父
忠
興
に
従

っ
て
お
り
、
難
を
逃
れ
た
。

忠
興
に
と
っ
て
ガ
ラ
シ
ャ
は
大
切
な
妻
だ
が
、
表

に
出
し
た
く
な
い
「
謀
反
人
の
娘
」
で
も
あ
り
、

辱
め
ら
れ
る
可
能
性
を
徹
底
的
に
潰
し
た
か
っ
た
。

そ
れ
は
彼
女
の
名
誉
を
守
る
た
め
で
あ
り
、
ひ
い
て

は
忠
興
、
細
川
家
の
名
誉
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る

も
の
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
彼
女
の
死
を
侍
女
か
ら
聴
い
た
イ
エ
ズ

ス
会
神
父
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
悲
嘆
に
暮
れ
、
細

川
屋
敷
焼
け
跡
で
ガ
ラ
シ
ャ
の
遺
骨
を
拾
わ
せ
、

葬
儀
と
埋
葬
を
執
行
し
た
。

ガ
ラ
シ
ャ
の
次
男
興
秋
は
12
歳
の
時
、叔
父
興
元

（
父
忠
興
の
弟
）
の
養
子
と
な
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
武

将
と
し
て
成
長
。
関
ヶ
原
の
戦
い
に
は
初
陣
で
参

戦
し
て
功
名
を
挙
げ
、
細
川
家
は
豊
前
39
万
石
を

拝
領
し
た
。
だ
が
１
６
１
５
（
元
和
元
）
年
の
大

阪
夏
の
陣
で
は
細
川
家
存
続
を
配
慮
し
て
興
秋
は

豊
臣
方
、
父
忠
興
と
弟
忠
利
は
徳
川
方
と
し
て
参

戦
。
大
阪
城
落
城
で
興
秋
は
父
忠
興
に
切
腹
を
命

じ
ら
れ
、
山
城
国
で
自
刃
し
た
と
さ
れ
る
。

だ
が
近
年
、
忠
興
は
身
代
わ
り
を
斬
首
し
、
興

秋
を
生
き
長
ら
え
さ
せ
た
と
い
う
説
が
有
力
だ
。

そ
れ
に
よ
る
と
興
秋
は
１
６
２
１
（
元
和
7
）
年

に
脳
梗
塞
を
患
い
、
僧
侶
に
身
を
移
し
て
香
春
町

採
銅
所
の
不
可
思
議
寺
に
人
質
と
し
て
、
監
視
下

に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
。
４
０
０
年
目
に

し
て
の
生
存
判
明
だ
っ
た
。

忠
興
は
１
６
０
１
（
慶
長
6
）
年
、
豊
前
に
入

国
し
て
中
津
城
を
居
城
と
し
、
１
６
０
３
（
慶
長

８
）
年
に
は
小
倉
城
に
入
っ
た
。
以
後
、１
６
３
２

（
寛
永
9
）
年
、
熊
本
へ
の
転
出
ま
で
の
30
年
間
、

小
倉
を
細
川
家
本
拠
と
し
た
。
石
田
三
成
の
強

要
を
拒
否
し
て
自
害
し
細
川
家
を
守
っ
た
ガ
ラ

シ
ャ
へ
の
思
い
、
彼
女
を
介
錯
し
た
小
笠
原
小

斎
ら
へ
の
恩
義
を
感
じ
て
か
、
そ
れ
ま
で
の
キ
リ

シ
タ
ン
嫌
い
か
ら
態
度
を
一
変
し
、
大
阪
で
の
追

悼
ミ
サ
に
続
け
て
娘
2
人
の
希
望
に
応
じ
て
中

津
で
も
追
悼
ミ
サ
を
挙
げ
た
。
こ
の
時
、
小
笠

原
家
一
族
も
豊
前
に
入
っ
た
。
追
悼
ミ
サ
に
は

大
阪
か
ら
セ
ス
ペ
デ
ス
神
父
を
呼
び
よ
せ
、以
降
、

小
倉
を
中
心
に
宣
教
を
許
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
を

庇
護
・
支
援
し
た
。

ガ
ラ
シ
ャ
の
名
、
西
欧
に
も
響
き
残
る

ガ
ラ
シ
ャ
は
日
本
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
知
ら
れ

る
人
物
に
な
っ
た
。
そ
の
最
期
が
イ
エ
ズ
ス
会

士
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
え
ら
れ
、
ウ
ィ
ー

ン
で
は
１
６
９
８
（
元
禄
11
）
年
「TAG

O
の

奥
方
」
と
題
し
て
オ
ペ
ラ
が
上
演
さ
れ
た
。
西

欧
で
は
ガ
ラ
シ
ャ
に
つ
い
て
「
世
界
の
聖
女
」
と

ま
で
評
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
辞
世
の
句

「
散
り
ぬ
へ
き　

時
し
り
て
こ
そ
世
の
中
の　

花
も
花
な
れ
人
も
人
な
れ
」　

享
年
38
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
シ
ニ
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